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論文の内容の要旨
　本論文では最適停止問題に関する4つのモデルを提案し，その最適決定ルールの顕著な性質を導いている。最
適停止問題とは時間の経過に伴って次々と現れる商晶や投資対象などのオファーのどれかを選ぶことによって期
間全体にわたる期待利益最大化，あるいは期待費用最小化を目指す問題である。古典的な問題では，一旦選択し
ないと決定したオファーを時聞を遡って選択することが可能でないか，あるいは必ず可能であるといった仮定が
おかれており，そのような問題の最適決定の性質については数多くの詳細な研究がある。本論文では，上記の仮
定を暖めて，過去のオファーは時聞の経過に伴ってその価値が変化するが，時聞を遡って選択することが可能で
あるとのモデルを提案している。オファーの出現から現時点までの時問をそのオファーの年齢と約束すると，以
下の4つのモデルが考察されている。
・モデル1：オファーの価値はその年齢に依存せず，出現時点での価値ツに一様な価値下落ファクターO＜3＜1
を乗じた∫ツで与えられる；一旦選択しないと決定したオファーを選択できる確率は一定値O＜力＜1、で与えられ
る。
　モデル2＝オファーの価値はその年齢プに依存する価値下落ファクターO＜功＜1と出現時点での価値ツとの
積功で与えられる；一旦選択しないと決定したオファーも必ず選択できる。
　モデル3：オファーの価値はその年齢プに依存する価値下落ファクターO＜功＜1と出現時点での価値ツとの
積吻で与えられる；一旦選択しないと決定したオファーを選択できる確率はオファーの年齢プによって決まる
確率O＜勿＜1で与えられる。
　モデル4：モデル1で，価値が下落せず上昇するモデルである，つまり3＞1を仮定する。
モデル1では価値下落ファクターが一様であるため，過去のオファーの申で最も価値の高いオファーの現時点で
の価値と現在のオファーの価値の両者，ならびにいずれのオファーをも選択しなかった場合，今後得られるであ
ろう利得期待値を比較することによって現在の最適決定が導ける。つまり，ωを現在のオファーの価値，ツを最
も価値の高い過去のオファーの価値，び。（ω，ツ）を探索を続けた場合の期待利得とすると，現時点からの計画期
問最後までの最大期待利得％。（ω，ツ）は
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で与えられる。モデル2以下も基本的には以上と同様の考え方によって最適決定を導くことができる。
　このようにして導かれた最適決定が1）o州パ脳〃α加㎝γα1惚力γo卿妙（DRV　properをy）なる直感的には不自然
とも思える性質を持つことがあることが示されている。DRV　propertyとは，モデル1の場合には，現在のオファー
ωを所与としたとき，過去のオファーの最大価値ツを変化させたときに最適決定に関して観察される現象で，
　ツ。＜ツ＊なる2つの値ツ。とツ＊が存在して，過去のオファーの最大価値ツがツ＜ツ。なら，現在のオファーを選択
　して探索を止めるのが最適決定であり，ツ。＜ツ＜ツ＊なら，探索の継続が最適決定であり，ツ＞ツ＊なら，過去
　の価値最大のオファーを選択して探索を止めるのが最適決定である。
というものである。同じ現象は他のモデルでも起こりうることが示されている。さらに，このDRV　propertyを
持つための必要かつ十分な条件が導かれ，併せて実際にDRYpmpertyを持つ数値例が示されている。また，計
画期問が無限大に発散した場合の最適決定の漸近的一性質についての議論もなされている。
審査の結果の要旨
　LaRdsberger－Pe1ed（1977）等の既存の最適停止問題モデルに価値下落ファクターを導入して，モデルをより実
際的にし，最適決定ルールを導いている。最適決定ルールの導出は従来からのこの分野の定石的議論によって実
行されており，その点にはさしたる新規性は見られない。
　しかしながら本論文の興味深い点は，既存モデルでは現れなかった性質としてI㎞ta（1988）によってより単純
なモデルでその存在が指摘されていたDRV　propertyの存在を指摘し，それが出現するための必要十分な条件を
導いている点，ならびに，オファーの年齢に依存する消滅確率勿が存在する場合でも最適決定は漸近的にこの
確率に依存しないことが示されている点である。
　既存モデルの拡張，DRV　propertyに関する理論的な成果等，本論文は最適停止問題に対して大いに貢献があっ
たと認めるものである。
　よって，著者は博士（経営工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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